
公益社団法人 日本天文学会 代議員総会議事録 

 

日時： 2019 年 3 月 15 日（金曜日） 11 時 30 分～12 時 30 分 

場所：法政大学小金井キャンパス東館 E106(1F)（東京都東小金井市梶野町３丁目 7番 2号) 

出席代議員：相川、青木、大朝、大向、岡村、奥村、河合、小久保、柴田（一成）、須藤、林（左絵

子）、馬場、望月、鈴木、深川、谷本、犬塚、野村、松下、土居、北山、縣、横山、百瀬、大内、

梅村、一本、河野、鶴、郷田（以上 29 名、委任状 10 名） 

欠席代議員： 大朝、海部、草野、田村、常田、戸谷、渡部、榎戸、坪井、井岡、長田（以上 11 名） 

伊王野・山下庶務理事、早野・柴田会計理事、佐藤事務長、黒岩・田口谷事務長補佐が出席した。柴

田一成会長、土居副会長、林左絵子副会長は代議員を兼任している。 

 

I. 確認事項など 

議事に先立ち、出席代議員が 29 名、議長委任状が 10 件、合計 39 件で定足数を満たし、本会が

成立することが確認された。前回代議員総会（2019 年 1 月 26 日）の議事録が確認された。 

また定款に基づき、以下のとおり議長と署名人の確認がなされた。 

  議 長：柴田一成 

  署名人：柴田一成 

II. 議題 

II-1. 2019-2020 年度の理事及び監事の選任について（資料 4、伊王野） 

次期の理事および監事の候補者リストが提示された。正式には次の代議員総会で選任される

が、本代議員総会では賛成多数で仮承認された。 

II-2. 「安全保障と天文学」について（柴田） 

特別セッションでの議論にもとづいて、「人類の安全や平和を脅かすことにつながる研究や

活動は行わない」の“ことにつながる”を残すか削除するかについて議論が行われ、“軍事

に利用されることを目的とする”等の代案も出されたが、声明案に“ことにつながる”を残

すことを確認する動議が出されて採決を行い、賛成多数で可決された。また、声明を出すこ

と自体に対する議論もあり、“メッセージを出すことは大事であるであるが声明という形で

なくても良い”、“否決すると否決したというメッセージを出すことになる”、“今後も議論を

続けて会員の反対を減らせる努力をすべきである”等の意見も出させたが、“この声明案に

ついて採決を行う”ことを提案する動議が出され、賛成多数で可決された。また、採決を行

う際、挙手ではなく無記名で投票すべきであるとの意見があることが紹介されたが、“声明

についての採決を挙手で行う” ことを提案する動議が出され、賛成多数で可決された。さ

らに、声明の可決の条件として過半数ではなく３分の２以上とする方向性が特別セッション

で会長より表明されたが、この点についても動議があり、“可決の条件を３分の２以上”と

することが賛成多数で可決された。また、本代議員総会に欠席されている代議員には、昨日

にその時点での最新の声明案をお送りして、5名の方が電磁的方法（メール）により賛・否・

保留の意思表明されていること報告された。代議員総会議長への委任状は１０通受領してい

る（うち、5通については上記の電磁的方法で議決権を行使済み）が、今回の採決では、“委



任状による議決権の行使は行わない”こととする動議が出され、賛成多数で可決された。そ

の後、声明案についての採決が行われ、電磁的方法による議決権の行使を含めて、賛成：23

票、反対：10 票、保留：1 票となり、賛成の 23 票が、総数 34 票の 2/3 となる 22.7 票以上

となり可決された。 

 

III 報告 

III-1. 理事会（2019 年 3 月 14 日）の報告（伊王野） 

2019 年 3 月 14 日に開催された理事会の報告がされた。 

III-2. 2019-2020 年度の委員会委員・顧問について（資料５、伊王野） 

理事会で承認された委員会委員・顧問のリストが報告された。 

III-3. 記者会見（発表）について（林（左）） 

3/13 に法政大学・九段校舎で開催した。記者 19 名、カメラ 2 社が入り、多数の記事として報道

されている。 

III-4. 学術会議 天文学・宇宙物理学分科会、IAU 分科会報告（深川） 

天文学・宇宙物理学分科会では、キャリアパス問題の現状把握のため、過去 5年の大学院卒業生

のキャリアパス調査を行った。また、天文学研究者のアカデミックキャリアの調査についても、

天文学会と連携しながら 2019 年春より実施予定である。さらに、マスタープラン 2020 の策定に

向けた議論を行い、分科会からの計画の推薦に関する検討を行った。IAU 分科会では提言「ハッ

ブルの法則の改名を推奨する IAU 決議への対応」を発出した。また、IAU 100 年記念事業の一つ

として、日本学術会議シンポジウムを 2019 年 5 月 27、28 日に開催予定である。このシンポジウ

ムでは、日本の天文学のこれまでの 100 年を振り返り、これからの 100 年を見通す。 

III-5. 現在開催中の年会について（年会実行理事・寺田） 

540 件の講演が予定されており、現時点で 680 名の参加者がある。 

 

[資料リスト] 

資料 1 代議員総会出欠席表 

資料 2 前回(2019 年 1 月 26 日)代議員総会議事録（案） 

資料 3-1,2「天文学と安全保障との関わりについての声明」案に関するアンケート 

資料 3-3 天文学と安全保障との関わりについて 

資料 4 次期理事の候補者 

資料 5  次期委員会委員・顧問の候補者 

 

2019 年 3 月 15 日 

 議長・署名人： 柴 田 一 成    印 

 


